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株式会社バイオーム
代表取締役：藤木庄五郎

2017年3月 京都大学大学院博士号(農学)取得
2017年5月 株)バイオーム設立、代表取締役就任
2022年1月 環境省2030生物多様性枠組実現日本会議

 行動変容WG 専門委員
2023年6月 日本自然保護協会評議員
2023年9月 生物多様性ISO/TC331オブザーバー

⚫ 森林生態学研究者
⚫ 2年間ボルネオ島ジャングルでキャンプ生活
⚫ MITテクノロジーレビュー「Innovators Under 35 Japan 2021」に選出
⚫ TNFDデータカタリスト、TNFDフォーラム参画
⚫ 国連生物多様性条約第15回締約国会議（COP15）参加

自己紹介
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COP15にて生物多様性条約事務局長ムレマ氏と
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⚫生物多様性モニタリングの方法は？



• 衛星画像を用いた超広域生物多様性定量化技術の開発

生物多様性評価技術の開発

Fujiki etal.,2016

研究：衛星リモートセンシング

4©2024BIOME INC.



研究としての結論

⚫ 衛星画像を用いたリモートセンシングは有効
⚫ ただし、現地のデータ（グランドトゥルース）が必須

→現地データ収集（モニタリング）がボトルネックになる

→効率よく生物をモニタリングする方法が必要

5©2024BIOME INC.



スマホで
生物多様性モニタリング

• 全世界で55億人に普及

• モバイル端末を生物分布の
観測拠点に

• 市民科学を応用

アプローチ

6©2024BIOME INC.



いきものコレクションアプリ

Biome（バイオーム）

生物データ収集の仕組みを構築

モバイルアプリを通して生物のデータを収集、
コンテンツに還元することで、さらにデータ
収集力・影響力を高める

生物多様性を
楽しみながら調査！

7

モニタリングツール

©2024BIOME INC.



いきもの全種に対応した名前判定AI

⚫ 国内全種 約100,000種類に対応
⚫ 生物の「生態学的ニッチ」を取り入れたアルゴリズム

8
※ 特許：第6590417号、US 11,048,969

生態学的ニッチAI※で画像の生物を特定

©2024BIOME INC. （Atsumi et al., 2023）



みんなでつくる図鑑いきものマップいきものクエストレベルアップいきものSNS
日本最大のいきもの好きコミュ

ニティ
投稿でレベルが上がりバッジが

もらえる
いきものを探して冒険！ 全国のいきものが見られる※ 日本の全種を掲載 約94,000種※

※ 保全の観点から希少種に関してはマップ上では非表示、および撮影地名を非表示としています。
※ 安全面への配慮から菌類・地衣類には対応していません。 9

「いきもの探し」をより身近で特別なものに

「楽しい」を基盤にした行動変容

©2024BIOME INC.
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ユーザー

90万人

Biomeの普及状況

累計3億PV

©2024BIOME INC.
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日本全国で90万人のユーザーが利用



BiomeDB

発見種数：

43,333種

発見個体数：

6,427,542個体

日本最大級の生物データ
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外来種等の侵入も即座に把握

12

高密度リアルタイム生物データ

©2024BIOME INC.

～15,000件/日のデータが
継続的に更新



⚫集まるデータの分類群は？

⚫市民科学データの精度はどうか？

⚫分布の偏りへの対処は？



データの内訳と精度

（Atsumi et al., 2023）
14©2024BIOME INC.

昆虫、植物が多め

種レベルで91%が正しく同定

植物は89.6%



分布推定

Maxentによる種分布モデリング
- 生物の在（不在）と環境条件の関連を明らかにし、生物の分布を推定・予測

モデルの元データ
- Biome, 過去の文献データ

開発研究を重ねて

- 実地データの不足による低い解像度、都市部が過大評価されるバイアス問題などを解決

1kmスケール250mスケール

15©2024BIOME INC.



4万種以上の生物の生息域を推定

16©2023BIOME INC.



⚫ Biomeデータを加えると
予測精度が飛躍的に上昇

⚫ リアルタイムに更新され
る点も極めて重要

推定精度についての検証

17©2024BIOME INC.
（Atsumi et al., 2023）



特定外来生物の発見にも有効

18©2024BIOME INC.
(Sakai et al., in preparation）

⚫ 市民科学データと研究者
データが補完的に存在

⚫ 未発見地域での投稿も多数

データ量 カバーする都道府県数



⚫「分布推定」は現地調査の代わりになる？

→そうはいかないが、仮説を立てる、調査を設計する、計画を立
てる際に活用するには有効



Biomeデータを活用した保全計画

● どこにどんな生物相があるのか鳥瞰することで、保全上重要な地点や指標種を
選定可能

● 生物相が示す意味を解釈することで、計画立案や対策がスムーズになる

20©2024BIOME INC.

推定された生物多様性の指標（図は鳥類）



希少種

多様性

自然度

エリアごとの生物多様性のスコア化

地域毎（例：社有林）の生物多様性の特性を
他の地域と比較しながら評価できる

21©2024BIOME INC.
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相補性分析 | Marxan

希少種やアンブレラ種の生息には、十分な面積や食物網が必要

⇒ジェネラリストも含めて、網羅的な種を保全するのが重要

Marxan

● 最小のコストで全対象種を保全できる保護地点候補セットを探せる
● 様々な設定が可能

- 保全対象種ごとの重みづけ

- 地点ごとの保全コスト

- 保護地域地点の連結しやすさ

⇒ニッチモデリングと組み合わせて、効果的な保全を立案

群馬県で試行した例

希少種

何百、何千

の普通種

下支え
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OECM、自然共生サイトに活用

項目 概要 必要な作業 立証確度 申請の適正

（１） 公的機関によって、生物多様性保全上の重要性が既に認められてい
る場としての価値

文献調査、現地での確認作業 〇 △：文献調査時点で項目から外れる
可能性あり

（２） 原生的な自然生態系が存する場としての価値 文献調査、現地調査やニッチモデリングによ
る補強

△ △：植生だけでは不十分で、その他の
補強が必要

（３） 里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存在する
場としての価値

文献調査、現地調査やニッチモデリングによ
る補強

△ △：植生だけでは不十分で、その他の
補強が必要

（４） 生態系サービス提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物
種からなる健全な生態系が存する場としての価値

生態系サービスに関する文献調査、関連種
選定、ニッチモデリング、現地調査

△ ✕：生態系サービスへ繋げるコストが高
い、立証しにくい

（５） 伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために活用されてい
る自然資源の供給の場としての価値

文化に関する文献調査、関連種選定、ニッ
チモデリング、現地調査

△ ✕：文化へと繋げるコストが高い

（６） 希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可
能性が高い場としての価値

希少種リストアップ、ニッチモデリング、現地
調査

〇 〇：ほぼ確実に達成できる

（７） 分布が限定されている、特異な環境へ依存するなど、その生態に特殊
性のある種が生息生育している場又は生息生育の可能性が高い場と
しての価値

希少ハビタットの文献調査、ニッチモデリング、
現地調査

〇 〇：ほぼ確実に達成できる

（８） 越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、動物の生活史にとって
重要な場としての価値

生活史やハビタットの文献調査、ニッチモデリ
ング、

△ △：調査労力を見据えて、戦略的に着
目種を選定する必要あり

（９） 既存の保護地域又は自然共生サイト認定区域に隣接する若しくはそ
れらを接続するなど、緩衝機能や連続性・連結性を高める機能を有す
る場としての価値

文献調査 〇 〇：ほぼ確実に達成できる



TNFD開示に活用

⚫ TNFDのツールカタログに掲載

⚫ 企業のTNFD開示への活用も進む

https://tnfd.global/tools-
platforms/biomeviewer/?from_archive=true

https://news.kddi.com/kddi/corporate/newsrelease/202
3/06/09/6771.html

24©2024BIOME INC.
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種子供給源の特定

©2024BIOME INC.

⚫ 遺伝子汚染を避けるために在来種の種子供給源の把握

⚫ 潜在自然植生の把握

参考事例
https://www.obayashi.co.jp/ir/upload/img/ir2022.pdf



⚫現地調査をもっと効率的にできないか？



Biomeデータで重点エリアを把握した後は、調査に特化したツール「BiomeSurvey」を導入

生物多様性の情報の取得 実地でのモニタリング

スムーズな移行

より細かな実地データが必要

広域解析で
生物多様性重点エリアを特定

BiomeSurveyで
継続的な現地調査

現地調査支援ツール

27©2024BIOME INC.



誰でも生物調査

● ガイドに従うだけで専門的な生
物調査を完遂

● SBTN、TNFD、OECM等に利用
できる高度なデータを収集

BiomeSurvey

28©2024BIOME INC.



誰でも生物調査

アプリが調査を徹底サポート

⚫ 目的に応じて調査を設計

⚫ ルールに沿って観測を進めるだけ

⚫ 掲示板で情報共有

⚫ 名前判定AIでのサポート

⚫ 社員や市民だけで十分なデータ収集

調査ルール いきもの判定AI 掲示板
調査の順序や項目を
わかりやすく誘導

100,000種に対応し
た種同定AI

グループ内で教えあ
える掲示板

29©2024BIOME INC.



参加者/情報の管理

30©2024BIOME INC.

クローズドなグループ形成

⚫ 市民メンバーを招待してグループを形成

⚫ 権限分割により機密性を維持



広域多地点の情報把握と管理

オーナー
例：林野庁

地域A
拠点A

地域Ｂ
拠点B

地域C
拠点C

地域D
拠点D

地域E
拠点E

地域F
拠点F

地域G
拠点G

地域H
拠点H

管理者
外部専門家

有料アカウント

無料アカウント

31©2024BIOME INC.



多様な調査設計

32©2024BIOME INC.

分布推定データをもとに、エリアごとに必要
な調査を設計し、実行する

① 個体数調査：希少種A、指標種B
（参加：ユーザーA＊,ユーザーC,ユーザーD）

② 毎木調査：地点a,b,c
（参加：ユーザーA＊,ユーザーB,ユーザーD）

③ ライントランセクト：鳥類繁殖状況
（参加：ユーザーE＊,ユーザーD,ユーザーF）

④  在不在調査：希少種
（参加：ユーザーA＊,ユーザーB,ユーザーD）

⑤…イメージ

地域A

⚫森林ごとの取り組みと成果の立証を実現



⚫事業として成立しているか？（継続性）
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多様な商品パッケージ

©2024BIOME INC.
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300件以上の保全プロジェクト データ・アプリを用いた環境保全PJ
産官学民連携プラットフォーム

©2024BIOME INC.



⚫外部環境と林業



世界二大環境問題

気候変動
Carbon Neutral

生物多様性
Nature Positive

37©2024BIOME INC.

エネルギー革命

石炭、石油、天然ガスなど

の化石燃料が座礁資産に

土地利用・天然資源革命

土地・天然資源などの自然資本

が座礁資産に



自然資本革命

自然資本（土地・天然資源）が座礁資産に

38©2024BIOME INC.

利用できない自然資本

「座礁資産」自然資本

利用可能な

自然資本

利用に制限

利用不可

これまで 今後



⚫日本の木材は自然に優しい（＝ネイチャーポジティブに資する）というブランドの構築

⚫そのための取り組みと立証（モニタリング）が必須

⚫Biomeのアセットも手札の一つになるはず
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